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第３０３回

５月
臨時会議

令
和
７
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

ツ

イ

ン

モ

ー

ル

プ

ラ

ザ

再

生

事

業

（
４
２
２
８
万
９
千
円
）

　

ツ
イ
ン
モ
ー
ル
プ
ラ
ザ
再
生
ス
キ
ー
ム
の

調
査
検
討
と
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
＊
）

の
実
施
。
さ
ら
に
、
同
館
の
売
買
・
賃
貸
契

約
の
準
備
に
か
か
る
経
費
を
措
置
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

【
補
正
予
算
に
対
す
る
反
対
討
論
】

高
橋
　
孝
二
　
議
員

　

北
上
都
心
開
発
（
株
）
は
、
経
営
目
的
が

今
の
時
代
に
そ
ぐ
わ
ず
理
事
会
、
取
締
役
会

な
ど
が
形
骸
化
し
、
企
業
経
営
に
関
す
る
知

識
・
経
験
不
足
で
あ
り
、
業
務
の
生
産
性
・

効
率
性
を
上
げ
る
取
り
組
み
が
な
く
経
営
状

況
が
悪
化
し
た
。
破
綻
問
題
が
公
表
さ
れ
た

以
上
は
、
行
政
の
公
正
・
公
平
性
を
保
ち
、

透
明
性
を
確
保
し
、
責
任
を
明
確
に
す
る
た

め
に
「
民
事
再
生
手
続
き
を
行
う
」
こ
と
が
、

市
民
が
納
得
す
る
手
段
だ
と
判
断
す
る
。

条例

　

第
３
０
３
回
５
月
臨
時
会
議
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
令
和
７
年
度
北
上
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
対
す
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

重
度
心
身
障
が
い
者
へ

の
医
療
費
給
付
拡
充
へ

ツ
イ
ン
モ
ー
ル
プ
ラ
ザ

        

機
能
再
生
に
抜
本
的
刷
新

北
上
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
定

親
族
特
別
控
除
の
創
設
に
伴
う
個
人
市
民
税

令和７年度北上市一般会計補正予算（第２号）に対する附帯決議

１．�北上都心開発株式会社が、経営破綻に陥りそうだという認識を持ちながら、対応が遅れた経緯や、過去の

流れを整理・検証し、それぞれの責任の所在などを明らかにした上で、他の第三セクターで類似の事態が

起きないような対応策を示すこと。

２．�プロポーザル方式による公募は公開で行うこと。さらに、ツインモールプラザの役割を鑑み、テナントリー

シングにおいて、不相応な業態の店舗等が入居することがないよう、条件を付すこと。

３．�北上都心開発株式会社に対して、雇用の確保や今後の債務返済に努めていく事を誓約書または覚書の提出

を求めるなど、事業を継続していくことを担保するように努めること。

４．�この事業を進めるにあたっては、市民に説明する機会を設け、以上の点と併せて事業の不可避性を明確に

示し、丁寧な説明を行うとともに、今後の見通しなどについても、その都度説明を行い、理解を得ること。

▲ツインモールプラザ

の
改
正
お
よ
び
加
熱
式
た
ば
こ

の
課
税
方
式
の
見
直
し
に
伴
う

市
た
ば
こ
税
の
改
正
を
行
う
も

の
。

北
上
市
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

経
済
的
理
由
か
ら
修
学
に
困
難
を
抱
え
る

学
生
と
そ
の
家
庭
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
大
学
な
ど
へ
の
進
学
者
に
対
し
て
、
月

額
貸
与
金
の
増
額
と
入
学
一
時
金
を
追
加
す

る
た
め
改
正
す
る
も
の
。

北
上
市
子
ど
も
等
福
祉
医
療
費
給
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
の
補
助
金
交
付
要
綱
の
改
正
に
合
わ
せ

て
、
重
度
心
身
障
が
い
者
の
う
ち
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
持
す
る
者
を
、

医
療
費
給
付
の
対
象
に
加
え
よ
う
と
す
る
た

め
改
正
す
る
も
の
。

　

以
上
の
他
、
１
件
の
条
例
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
６
月
通
常
会
議

【
補
正
予
算
に
対
す
る
賛
成
討
論
】

佐
々
木

　
護

　
議
員

　

ツ
イ
ン
モ
ー
ル
プ
ラ
ザ
の
抜
本
的
な
刷
新

を
計
る
た
め
に
必
要
な
「
経
費
」
で
あ
る
。

都
市
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
損
な
う
こ
と
を

回
避
す
る
必
要
が
あ
り
、
ツ
イ
ン
モ
ー
ル
プ

ラ
ザ
が
一
時
的
に
で
も
閉
業
停
止
し
た
場
合
、

既
存
の
テ
ナ
ン
ト
や
市
民
に
与
え
る
影
響
は

大
変
大
き
い
の
で
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
機

を
逸
す
る
こ
と
な
く
予
算
を
計
上
す
る
べ
き
。

 白熱した質疑 ・ 討論
 の詳細はこちら

＊ 

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
…
公
募
し
た
参
加
者
か
ら
の
企
画
提
案

に
よ
り
、
契
約
候
補
者
を
特
定
す
る
方
式
。

ユーチューブ
「５月臨時会議」
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令
和
７
年
度
北
上
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

大
学
設
置
環
境
調
査
事
業

（
１
８
２
万
円
）

　

進
学
希
望
者
の
受
験
動
向

に
関
す
る
調
査
の
委
託
費
用

な
ど
に
よ
る
も
の
。

令
和
７
年
度
北
上
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

対
す
る
修
正
動
議

　

千
田
優
子
議
員
他
３
人
提

案
　

文
部
科
学
省
の
予
測
で

は
、
２
０
２
６
年
に
大
学
進

学
者
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

こ
の
時
期
に
大
手
予
備
校
に

依
頼
し
、
全
国
的
な
動
向
調

査
を
行
う
こ
と
が
参
考
に
な

る
か
は
疑
問
。
現
段
階
で
は

以
前
の
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト

で
十
分
と
し
修
正
案
を
提
案

す
る
。

消
費
税
の
減
税
及
び
必
要
な

財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書

�

国
民
生
活
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
国
民
負
担
に
つ
な
が

ら
な
い
恒
久
的
な
財
源
の
確

保
を
求
め
る
も
の
。

【
意
見
書
に
対
す
る
反
対
討

論
】

　
　
　

熊
谷

　
浩
紀

　
議
員

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
の

国
際
価
格
高
騰
は
消
費
税
と

は
直
接
関
係
な
い
要
因
が
主

因
で
あ
る
。
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
減
税
が
非
効
率
で
あ

る
判
断
と
財
政
健
全
性
を
重

視
し
、
消
費
税
減
税
は
最
適

解
で
は
な
い
。
低
所
得
者
世

帯
や
中
小
企
業
へ
の
支
援
策

を
さ
ら
に
拡
充
し
、
国
民
生

活
の
安
定
を
図
る
方
が
、
減

税
よ
り
も
実
効
性
が
高
い
と

確
信
す
る
た
め
反
対
で
あ
る
。

【
意
見
書
に
対
す
る
賛
成
討

論
】

　
　
　
田
島

　
清
美

　
議
員

賛否が分かれた案件　第303 回５月臨時会議・第 304 回６月通常会議

＊議案第４号　令和７年度北上市一般会計補正予算（第２号）　(→詳細は p4 参照 ) 

＊議案第９号修正案　令和７年度北上市一般会計補正予算（第３号）修正案 (→詳細は上記参照 )

＊議案第９号原案　令和７年度北上市一般会計補正予算（第３号）( →詳細は上記参照 )

＊発議案第２号　学校給食の質・量の確保を担保するための国による十分な予算措置を求める意見書　 

＊発議案第３号　消費税の減税及び必要な財源確保を求める意見書 ( →詳細は上記参照 )

議決
結果

第３０４回

６月
通常会議

定
額
減
税
調
整
給
付
金
（
不
足
額
給
付
）
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
！

　

＊
大
学
設
置
環
境
調
査
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
正
案
は
否
決

▲ユーチューブ

「６月通常会議」

物
価
高
騰
に
よ
る

家
計
負
担
軽
減
へ

意見書

第 303 回５月臨時会議
第 304 回６月通常会議

議決結果

賛否の
分かれたもの
賛成〇�反対●

賛否 北上まほろばクラブ 新清会 北新ネット 北政会
日本共産党
北上市議団 無会派

賛
　
　
成

反
　
　
対

千
田　

優
子

白
鳥　

顕
志

八
重
樫
民
德

佐
々
木　

護

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

齊
藤　

金
浩

居
駒　
　

勉

藤
田　

民
生

藤
原　

常
雄

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

藤
原　
　

慶

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

原　
　

利
光

太
田　

洋
市

高
橋　

孝
二

田
島　

清
美

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

菊
池　
　

勝

議案第４号 18 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● 議

議案第９号修正案 11 14 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 議

議案第９号原案 15 10 ● ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● 議

発議案第２号 19 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 議

発議案第３号 13 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 議

（○…賛成、●…反対、議…議長＊）　＊議長は裁決に加わりません。

【
修
正
案
に
対
す
る
反
対
討

論
】

　
　
　
　
藤
原

　
慶

　
議
員

将
来
的
な
大
学
設
置
の
是
非

を
判
断
す
る
た
め
の
基
礎
資

料
の
整
備
と
、
市
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
お
よ
び
理
解
促
進

に
必
要
な
調
査
・
広
報
経
費

で
あ
る
た
め
、
予
算
の
削
除

を
含
む
修
正
案
に
反
対
す
る
。

【
修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討

論
】

　
　
　
　
三
宅
　
靖
　
議
員

　

大
学
設
置
環
境
調
査
事
業

は
、
大
学
基
本
構
想
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
作
成
と
大
手
予
備

校
に
対
す
る
進
路
調
査
の
費

用
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
緊

急
性
に
欠
け
る
こ
と
か
ら
、

皆
減
す
る
修
正
案
に
賛
成
す

る
。

　

提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補

正
予
算
（
３
号
）
修
正
案
は

否
決
さ
れ
、
原
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

賃
上
げ
が
物
価
高
騰
に
追

い
付
か
な
い
状
況
が
状
態
化

し
て
い
る
。
一
時
的
な
給
付

金
で
は
な
く
、
消
費
税
減
税

が
多
く
の
国
民
か
ら
求
め
ら

れ
て
お
り
、
緊
急
対
策
と
し

て
急
務
で
あ
る
。
国
民
の
将

来
の
不
安
に
応
え
、
国
民
生

活
の
負
担
増
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら

し
や
営
業
を
守
る
た
め
賛
成

で
あ
る
。

　　

以
上
の
他
、
学
校
給
食
の

質
・
量
の
確
保
を
担
保
す
る

た
め
の
国
に
よ
る
十
分
な
予

算
措
置
を
求
め
る
意
見
書
も

提
案
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。


